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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
Basicfibroblastgrowthfactor(bFGF)とgroythanddifferentiationfactor(GDF)-5はそれ
ぞれ膝内側側副靭帯 (MCL)損傷の治癒過程を促進する｡しかし､それらの混合投与による治癒促
進効果については不明である.本研究では､日本白色家兎の MCL線維芽細胞を用いて､これら成
長因子の単独および混合投与に対する細胞増殖能と細胞遊走能を評価 した｡また､MCL損傷モデ
ルを作製し､両成長因子をペプチドハイドロゲルに充填授与し､その効果をコラーゲンの遺伝子
発現および組織像で評価した｡bFGFとGI)F-5の混合投与により､細胞増殖能と細胞遊走能はとも
に増強されたoMCL損傷モデルにおいては､両成長因子の混合投与により Ⅰ型コラーゲンの発現
が増強され､Hl型コラーゲンの発現が抑制された｡また､免疫染色においても､両成長因子の
混合投与により t型コラーゲンの染色性が増加し､‖Ⅰ型コラーゲンの染色性は目立たず､良好
な靭帯組織修復を認めた｡これらの結果よ り､bFGFとGI)F-5の混合投与が､線維芽細胞の増殖能､
遊走能を増強させ､コラーゲン合成を制御することにより､MCL損傷の治癒を促進するものと考
えられた｡
論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
膝関節や足関節における靭帯損傷を放置しておくと､将来の変形性
関節症につながる｡その予防のためには､早期における低侵襲な鹿復
術の開発が強く望まれる｡本研究は､家兎膝靭帯の部分損傷モデルに
対し､b･FGFやGDF-5を含めた徐放性ゲルを充填し､その再生を試
みた研究であるQその結果､control､b･FGF､GDF15単独よりも､
b･FGFとGDF･5を同時に投与した群の方が､コラーゲンの産生や組
織学的形態の再生に強く関わっていることが示された｡
今後､さらに力学的な負荷をかけた研究などが必要になるが､臨床
応用の可能性を見据えた重要な成果であり､価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
